


デイゴヒメコバチの発生消長、防除時期（参考）

成虫

幼虫

殺虫剤/樹幹注入剤殺虫剤/樹幹注入剤

液剤

3回以内

チアメトキサムを
　含む農薬の
　総使用回数

デイゴ

作物名

デイゴヒメコバチ

適用病害虫名

　 胸高直径(樹幹部)
  6～10cm　30～60ml
　11～20cm　60～120ml
20cm以上は胸高直径が10cm増

すごとに60～120mlを増量する。

使用液量

成虫発生前
又は

虫えい形成期

使用時期

3回以内

 本剤の
使用回数

樹幹
注入

使用方法

適用害虫および使用方法

●使用前にはラベルをよく読んでください。
●ラベルの記載以外には使用しないでください。

●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空容器は圃場などに放置せず適切に処理してください。

包　　装：600ml（60ml注入専用容器入り×10本)
　　　　　紙箱入り
成　　分：チアメトキサム・・・4.0％
　　　　　有機溶剤、界面活性剤等・・・９６．０％　　
人畜毒性：普通物

対象木の樹幹部にドリルを用いて穴を開け、その穴に専用の加圧式注入容器を挿入し、それに薬剤を投入する。
《ドリル刃：木工用直径６㎜、穿孔角度：下方３０～４５度、穿孔深さ：５㎝程度》
注入容器に専用のガスボンベを用いてガスを注入する。
注入容器の薬液が完全に空になったことを確認し、注入容器を回収する。
注入孔に癒合剤を充填し、更に雨水等が浸入しないように被覆剤を塗布し、完全に密栓する。

成虫

幼虫

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

注入量①

注入量②

注入 防除期間

注入 防除期間

6～8月に注入する場合の注入量【注入量①】 9月以降に注入する場合の注入量【注入量②】

 

注入本数

(60ml / 本)
注入穴数

注入本数

(60ml / 本)
注入穴数

 6～10 1 1 1 1

11～20 2 1 2 1

21～30 3 2 4 2

31～40 4 2 6 3

41～50 5 3 8 4

51～60 6 3 10 5

61～70 7 4 12 6

71～80 8 4 14 7

胸高直径

(cm)

樹高5m以下 樹高5m以上

注入本数
(60ml / 本)

注入穴数
注入本数
(60ml / 本)

注入穴数

 6～10 0. 5 1 1 1

11～20 1 1 2 1

21～30 2 2 4 2

31～40 3 2 5 3

41～50 4 3 6 3

51～60 5 3 7 4

61～70 6 4 8 4

71～80 7 4 9 5

胸高直径

(cm)

樹高5m以下 樹高5m以上

使用する場合に特に注意を要する点

花が咲いている時期に注入すると、薬剤が花に移行します。周辺にミツバチがいる場合は影響を及ぼしますので、必ず花が散った後に注入
して下さい。

被　害

デイゴヒメコバチ
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